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（議会報告 53号） 
  

 

 

 

 

 

昨年来、モリトモ、加計問題に明け暮れている国会。

新聞、テレビも相も変わらずこの問題の報道を続け

ています。安倍一強と、いまだモリカケ問題の責任追

求を続け、離合集散を繰り返す野党。 

その間に、安倍政権は、私たちの暮らしに大きな影

響を与える「主要農産物種子法の廃止」を決定しまし

た（詳細は後述）。そして、企業の雇用難が続くなか

外国人労働者を増やす方針を出し、現在、働き方改革

関連法案の審議が続いています。 

一方、地方では、人口減少がつづき、柳川市の人口

は平成 17 年の合併から 13 年で 1 万 1 千人減少して

います。地場の企業からは、募集してもなかなか人が

集まらないとの悲痛な声が聞こえてきます。 

そういうなか、柳川市では、ついに「市民文化会館」

の建設業者が決まり、いよいよ建設がはじまります。

更に、新たなゴミ焼却場、火葬場の建設と、200 億円

にものぼる事業が行われます。 

市民に不可欠な事業と本当に必要なのかと思える

事業。次の世代、将来の柳川にとって、今何をしなけ

ればならないのか。その議論をし、その是非を決める

議会が、いまの流行言葉で言えば「忖度」が幅を利か

せ左右されている状況だと思います。 

市民の皆さんから、市政のチェック役として付託

を受けている私たち市議会議員、その姿勢が改めて

問われていると思います。 

柳川市議会議員 

佐々木創主 

 

 

○市民文化会館建設決まる 

5 月 14 日、臨時議会が開催され、市民文化会館

を建設する落札業者が、16 対 4 の賛成多数で認め

られました。 

続いて、6 月 12 日から開催された 6 月定例会

で、機械設備、電気設備、舞台設備工事の落札業者

も認められました。 

 本体工事は、昨年の 8 月以来、2 回にわたり入札

の参加業者がおらず、建設に着手できずにいまし

た。 

 市は、これまで 2 回の入札不調は、東日本大震

災、熊本地震などの影響で、人件費と建設資材が高

騰しているためとしていました。 

今回は、資材の質を落とす、金額の一部を別の項

目に移すなどして入札募集をかけたところ、希望す

る業者が現れ、落札したということです。 

 結局５０億円越え  

 この市民文化会館の事業費は、平成 25 年当時、

30 億円とされていました。 
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その後 40 億円、50 億円と徐々に膨れ上がり、昨

年市長は「50 億円を死守する」としていましたが、

結局 50 億円を超えてしまいました。 

市民文化会館の事業費の内訳 

用地費（ゴルフ練習場） 9,733 万円 

設計費 1 億 1699 万円 

補償費 550 万円 

本体工事費 27 億 1274 万円 

機械設備工事費 5 億 9282 万円 

電気設備工事 4 億 1536 万円 

舞台設備工事 4 億 6116 万円 

委託費（監理費等） 1 億 4789 万円 

備品購入費等 2 億 7000 万円 

合計 50 億 2290 万円 

＊千円未満切り捨てのため、各金額と合計額は一致しません 

 

多数決で決まってしまったものは、異を唱えても

仕方がありません。 

しかし、平成 32 年の完成後は、年間の維持管理

費が 1 億 5 千万円を下らないと思われます。柳川市

は大きな荷物を背負うことになります。 

 

 更に続く建設事業  

 市民文化会館に加え、市民生活に不可欠なゴミ焼

却場と火葬場が、みやま市と共同での建設が進めら

れています。 

 このゴミ焼却場の事業費も、当初は 60 億円とし

ていましたが、現在では 120 億円となってしまって

います。火葬場の事業費は 25 億円、合わせて 200

億円にものぼる事業が行われることになります。 

更に今後、矢ケ部地区に新たな市営住宅の建設、

小中学校の改修と、次々と大きな事業が行われてい

きます。 

 

○柳川市の国民健康保険税は、高い、安い？ 

今年度より、自営業者や年金暮らしの方々が加入する国民健康保険の

運営が、市から福岡県へと変わりました。その中で、国保税の徴収や医療

費の支給については、市町村で行われ、また、国保税の税率も、県内市町

村一律ではなく、市町村ごとに決定されます。 

 そこで、柳川市の保険税が、他の自治体に比べ高いのか安いのか、気に

なるところです。 

 国保税は、大きく所得割、均等割、平等割に分かれており、それらも医

療保険分、後期高齢者支援分、介護保険分に分かれており、世帯の所得、

家族構成などによって保険税の額が計算されますので、一概に比較はでき

ません。そこで、一定の条件で筑後地区の市の保険税を比較したものが右

の表となります。 

 国保税は、加入者のケガや病気で支払われる医療費が多いと国保税も高

くなります。したがって、市が補助をして行っている特定健診を受診する

などして、一人一人が日頃の体調管理、健康な生活に努めることが重要で

す。 

○国保税の限度額が引き上げられました。 

 高齢化の影響で、国保財政は年々厳しくなっていることから、今年度、国保税の限度額が 89 万円から 4 万

円引き上げられ 93万円になりました。（筑後地区の市すべて同額です） 

 柳川市で限度額となるのは、年間所得がおおよそ 680 万円以上の方々です。

健康保険税の一例 

世帯の年間所得：400 万円 

家族構成：40 歳代夫婦 

中学生、小学生 

うきは市 744,500円  

大牟田市 723,780円  

久留米市 715,738円  

朝倉市 696,780円  

柳川市 676,440円  

小郡市 671,941円  

八女市 665,640円  

筑後市 644,760円  

みやま市 643,090円  

大川市 639,780円  
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○企業の設備投資の固定資産税がゼロに 

国が、中小企業の生産性向上のための設備投資を

後押しする法律を整備したことを受けて、市内の企

業が機械、装置、器具などを新たに購入した場合、3

年間、固定資産税を 0円とすることになりました。 

その分、市の税収は減ることになりますが、その３

分の２が国から補てんされます。 

この対象として認定されると、国からの補助も受

けることができますが、対象となるのは平成 30〜32

年度の間に新規導入したものに限るといった様々な

条件があります。詳細は、市の商工ブランド振興課へ

お尋ねください。 

 

○少人数保育事業がやりやすくなります 

 都市部での保育所不足が問題となっていることか

ら、これまで様々な規制があった一般家庭で 5 人未

満の保育をする「家庭的保育事業者」に、外部からの

食事搬入を認めるなど、規制が緩和されることにな

りました。 

 ただ、現在柳川市には、この「家庭的保育事業者」

は無いとのことです。 

 

○ブロック塀の緊急点検 

 6月18日に大阪北部を震源として発生した地震で、

小学校プールのブロック塀の下敷きになり、4年生の

児童が犠牲となりました。 

 そこで、柳川市では、小中学校と通学路、公共施設

のブロック塀の緊急調査が行われています。ブロッ

ク塀の高さ、厚さ、ひび割れなど、市の職員の目視に

よって行われおり、不備があるものが数カ所見つか

っています。 

今後、不備があるものの改善と、技術職員による 2

次調査が行われていきます。 

 

○市職員のストーカー行為 

 市職員が、過去に女性に対するストーカー行為で

警察の警告を受けていたにもかかわらず、別の女性

にストーカー行為を行い、再度警察から警告を受け

たため、市は文書訓告の処分をしました。 

 議会では、「女性職員に対するストーカーを繰り返

していたのに、文書訓告とは軽すぎる、停職処分とす

べき」と多くの議員から声が上がりましたが、市は応

じませんでした。 

 何の影響か、最近女性や子供に対し、異常な興味や

行動をする事件が少なくありません。そういう行動

をする人間に対しては、厳しく対処すべきです。 

本来であれば、停職処分とすべきと思いますが、身

内には、甘い甘い！ 

○市政を質す（一般質問） 

今年は平成 30 年となり、来年の 4 月 30 日をもっ

て今上陛下が位を譲られ、皇太子殿下が天皇陛下に

即位され、新たな元号の時代となります。将に時代の

節目のなかにあります。 

30年前と現在を比較してみますと、私たちの生活、

私たちをとりまく環境は、大きく様変わりしました。 

 インターネット、スマートフォンの登場で、世界中

の情報を瞬時に知ることができ、世界中の人とつな

がり、ボタン一つで買い物ができることが出来るよ

うになりました。また、自動車の自動ブレーキ、自動

運転、人工知能（ＡＩ）、ロボットと、科学技術の進

歩は目覚ましいものがあります。 

 

 グローバル化の影響  

また、国と国との垣根が取り払われ、人と物がより

自由に行き来できるようになり、私たちの生活に欠

かせない衣類、日用品、食料、あらゆる物が国際色豊

かになりました。 

しかし、国内産業は厳しい国際競争にさらされ、淘

汰されるもの、経営の合理化、技術革新で生き残って

いくもの、厳しい状況です。 

 スーパーマーケットに並ぶ肉、魚、野菜など生鮮食

品も国際色豊かになりましたが、国内の農漁業は大

種子法の廃止で、柳川農業と食の安心・

安全はどうなるのか 
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きな影響を受けるようになりました。 

そして、食品偽装、農薬漬けの野菜、遺伝子組み換

え作物など、食の安全、安心が心配されるようになっ

てきています。 

 

柳川市の農業の実態 

農業は柳川市の基幹産業ですが、その生産品は次

のような状況です。 

穀物の米・麦・大豆が 20億円の売上、野菜はナス、

イチゴ、トマト、アスパラガスなどで、柳川農業の生

産高は、総額 48億 7813万円となっています。 

 その中で、輸出されているものは、イチゴとイチゴ

の加工食品が、シンガポール、香港に輸出されている

ということです。 

 

 柳川の農業の形態  

専業農家は 286戸で、米・麦・大豆およびイチゴ、

アスパラなどの施設園芸、それぞれを専門とする農

家と、両方を組み合わせている農家があり、その売上

高は 1,200万円～2,000万円とのことです。 

兼業農家は、そのほとんどが共同で営農を行う集

落営農組織に加入しており、現在 33組織があり、主

な生産物は米・麦・大豆となっているようです。 

 

 ネオニコチノイドで蜜蜂が消える？  

 現代の農業にとって、品質のいいものを安定的に

生産するうえで農薬の使用は欠かせないわけですが、

最近、農産物の消毒に使用されるネオニコチノイド

という農薬によって、養蜂家のミツバチが姿を消す

という報告が数多く上がっています。 

 柳川市での使用状況を確認したところ、米・麦・大

豆のカメムシなど病害対策に使用しているとのこと

でした。適正使用の指導を要請しました。 

 

 柳川の農産物の種、苗は安全か  

米、麦、大豆の穀物類は、福岡県が開発した「元気

づくし」をはじめ、「ひのひかり」、「シロガネコムギ、

フクユタカ」といった品種。 

野菜類は、全農フクレンが種苗会社から仕入れた

ものを使用しているとのことで、遺伝子組み換えの

ものは無いとのことでした。 

 ただ、外に目を向けてみると、遺伝子組み換え作物

は拡大を続けています。家畜動物の餌となる穀物、食

物油や砂糖の原料は、遺伝子組み換え作物が確実に

増えているといいます。 

 

 種子法って何？  

 昨年の 4月、国会で「主要農産物種子法」が廃止さ

れました。 

この種子法は、昭和 27年に制定されたもので、国

民へ安定的に品質の高いコメ・麦・大豆を供給するた

め、種子の開発、供給を国と都道府県の責任として、

私たちの税金が投入されてきました。 

しかし、その役目は終ったとして、これからは、そ

の種子を国家戦略、戦略物資とする。現在都道府県が

持っている種子のノウハウを民間企業に開放し、種

子開発を行っていくとしています。 

 

 民間参入で米が値上がりしないか  

今年の 4 月から始まった種子法廃止で、各都道府

県が種子開発と維持をしていくうえで、公的資金の

投入が無くなってしまうのではないか、そうなると

コメの種の価格が上がり、私たち消費者の買うコメ

も値上がりするのではないと心配する声が、都道府

県、農業団体、消費者から上がっています。 

政府は、これまで同様、都道府県への資金援助はし

ていくとしています。 

 

 種子開発には莫大な資金が必要  

これまでも、多くの民間企業がコメなどの種子開

発に参入してきましたが、現在では、ほとんど撤退し

ています。 

その理由は、種子開発と技術の維持には、莫大な資

金が必要なため、公的資金が投入される各県の品種

には、価格面で太刀打ちできなかったからです。 

それを、民間参入を促して、戦略物資にするという

ことは、各県への資金援助を無くしてしまう方向に

なっていくのではないでしょうか。 
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だからこそ、都道府県、農業団体などが、懸念の声

を上げるようになり、賛成した与党議員からも後悔

の声が上がっています。 

 

 世界的遺伝子組み換え会社が参入？  

世界の農産物の種子市場は、大資本の遺伝子組み

換え会社が大きなウェートを占めています。 

その中で、除草剤「ラウンドアップ」で有名な「モ

ンサント社」は、ラウンドアップをかけても枯れない

大豆を開発し、巨額の利益を上げています。 

 

 ラウンドアップをかけても枯れない稲  

このモンサント社は、すでに「ラウンドアップ」を

かけても枯れない稲を開発しているといいます。 

種子法廃止で、民間企業に種子の開発を開放する

ことになれば、国内の企業は、こういう世界的な大資

本に太刀打ちできるでしょうか。 

福岡県の「元気づくし」をはじめ、ヒノヒカリ、コ

シヒカリなど、現在 300 種類にものぼるコメの品種

は、長年にわたり研究を重ね、多額の私たちの税金が

投入され、守られてきた公共財産です。 

これを、民間企業に開放するとなると、果たして国

内品種が守られるのでしょうか。外資から食い物に

されてしまわないでしょうか。そして、私たちの食の

安心・安全は保てるでしょうか。 

 

 全国の市町村議会からも声が上がる  

そこで、種子を開発してきた都道府県、農業団体、

消費者団体のみならず、全国の市町村議会から国に

対し意見書提出する動きが広がっています。 

そこで、柳川市議会でも、この問題を議論し、国に

対し働きかけるべきではないかと、議長に取り計ら

いを要請しました。 

 

 柳川市議会も行動を起こす  

そして、農業問題を所管する「建設経済委員会」で、

議論され、本会議において全員賛成で、国に意見書を

提出することが決まりました。 

提出先 

参議院議長、衆議院議長、内閣総理大臣、 

農林水産大臣 

主な内容、 

・都道府県の種子開発に財政支援を継続すること 

・種子が海外に流出しないようにすること 

・主要農産物の種子を守る法律を検討すること 

 

平成 23年の東日本大震災で、被災者の方々が示された規範意識、協調性、忍耐強さが、世界から注目と賞

賛を集め、国民の間でも日本を見つめなおそうという風潮が生まれたことから、平成 24年から掲載を始めた

「日本再確認」の第１０回目です。 

○「日本再確認」第１０回  

「虫の声が聞こえる日本人、聞こえない外国人」 

私たちの周りには、様々な虫が生活しています。

梅雨が明け、暑い夏が到来すると、セミが「ワシ 

ワシ ワシ」「ミーン ミーン」鳴ぎだします。お

盆を過ぎる頃になると「ツクツクボウシ」の声が聞

こえてきます。 

そして、秋になって聞こえてくる虫たちの鳴き声

は、「ちんちろ ちんちろ ちんちろりん」、「りん

りんりんりん りーんりん」と、歌にもなっていま

す。虫たちの声は、古くから和歌にも歌われてきま

した。 

外国人は雑音に聞こえる 

私たち日本人は、虫の鳴き声が聞こえるのに対

し、外国人には聞こえないというか「雑音」でしか

ないようです。 

自動車が頻繁に行き来する国道沿いや、鉄道の線

路沿いに住んでいて、その音が気にならなくなるの
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と似ているようです。 

この虫の鳴き声を言葉として聞く特徴は、日本人

とポリネシア人にしか見られないそうです。 

右脳で聞く外国人、左脳で聞く日本人 

この違いを東京医科歯科大学の角田忠信教授が、

様々な検証を重ね解き明かしています。 

人間の脳は、音楽、機械、雑音を処理する右脳と

言葉を処理する左脳に分かれていますが、外国人は

虫の鳴き声を右脳で処理しているのに対し、日本人

は虫の鳴き声を左脳で言葉として処理しているのだ

そうです。 

キーワードは日本語 

その西欧型と日本型の違いの原因は、人種ではな

く、言葉である「日本語」にあるようです。 

南米の日系人社会で、ポルトガル語、スペイン語

で育てられた子供は雑音にしか聞こえないのに、日

本語で育てられた子供は虫の声が聞こえる日本型に

なるそうです。 

また、韓国、北朝鮮の方々も西欧型なのに、日本

で生まれ育ち日本語を母国語とする在日の方々は虫

の声が聞こえるということです。更に、外国語で育

てられた日本人は、西欧型になるということです。 

したがって、人種ではなく最初に覚えた母国語が

日本語かそうではないかが原因だということです。 

自然とともに生きてきた日本人の感性 

外国人は、虫のみならず、風、川、波といった自

然界の音も右脳で聞いているのに対し、日本人は左

脳で聞いており、風の音、川のせせらぎ、波の音を

言葉にすることができます。 

日本人は、山、海、川、石、自然界のありとあら

ゆるものに神様が宿ると信じてきました。 

そして人間も、自然界の一員として、自然にあら

がうことなく畏敬の念をもって暮らしてきました。 

それが、日本人の感性、この違いを生み出してき

たのではないでしょうか。 

 

昨今、幼児からの英語教育が盛んになり、小学校

でも英語の授業が始まりました。 

そう考えると、英語教育の前にしっかりとした日

本語を学ばせるべきではないかと思うのですが！？ 

 

保険プランナーの一口メモ 

 一昨年の電通の職員の過労自殺事件いらい、労働

者の過重労働が問題となり、現在、国会では働き方

改革法案が審議されています。雇用者と労働者の関

係が、以前にも増して注目されています。 

過重労働はもとより、セクハラ、パワハラ、労働

者が精神的、身体的な苦痛を受けたとして訴えられ

た場合、企業と監督者は、責任が無いことを証明で

きなければ、まず間違いなく裁判で負けることにな

ります。 

こういう問題は、企業にとって、損害賠償金の支

払いに加え、企業のイメージダウン、経営危機にも

つながる事態にもなりかねない大きな課題となって

おり、労働環境、労働条件の整備に苦心していま

す。更に、こういうリスクに対応できる保険に加入

する企業も増えています。 

そういう状況下、こういった問題を専門とする弁

護士も増えており、「問題があれば損害賠償金が受

け取れます」と、寝た子を起こして回る輩もいると

いうことです。 

 

「モーレツ社員」という言葉がもてはやされた時

代から見ると、状況は変わってしまいました。 

しかし、国際競争をはじめ様々な競争にさらされ

る企業、日本の技術力の継承を考えたとき、先行き

が心配されます。 

 

「社員は家族」と言っていた経営の神様、松下幸

之助さんがこの状況を見たら、何とおっしゃるでし

ょうか。 

東京海上日動火災保険㈱  

東京海上日動あんしん生命保険㈱ 

保険プランナー 佐々木創主 


